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宅投
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気目

；□

相続税対策や投資目的でアパートなどの賃貸住宅を建てる個

人が増えている。中国地方の賃貸住宅の着工戸数は本年度上半

期（4－9月）、リーマン・ショック後の2009年度以降で最多

となった。だが、人口が減る中でこのまま増え続ければ、空室

が増加して貞窪宮が難しくなる恐れも指摘されている。（河野揚）

中国地方上半期の建設09年度以降最多

噂
広
い
世
掌
り
、
賃
貸
住
宅
の
菅
に
つ
い
て

学
ぶ
広
島
大
家
塾

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
大
家
を
目
指

す
」
　
「
物
件
を
増
や
し
た
い
」
。

広
島
市
酉
匹
で
1
1
月
に
開
か
れ
た

勉
強
会
居
島
大
家
塾
」
。
若
い

会
社
員
や
手
痛
、
定
年
退
職
後
の

高
齢
男
性
な
ど
幅
広
い
世
代
の
約

4
0
人
が
順
番
に
あ
い
さ
つ
し
、
講

低
金
利
の
追
い
風

今
年
4
～
9
月
の
中
国
地
方
の

萎
住
宅
の
着
工
は
9
5
5
5
声

で
前
年
同
期
よ
り
1
3
・
4
％
増

え
、
8
年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な
っ

た
。
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

な
ど
に
よ
る
低
金
利
で
資
金
を
調

達
し
や
す
く
な
り
、
個
人
事
業
と

し
て
大
家
に
な
る
人
が
増
え
て
い

る
の
が
理
由
の
一
つ
だ
。
金
融
機

関
も
不
動
産
へ
の
里
を
拡
大
し

て
お
り
、

横
山
代
表
は
「
金
融
機

し
く
l
な
る
中
、
つ
轟
達
て
ア
パ
ー

ト
の
建
誓
伸
は
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ア
パ
ー
ト
の
経
営
環

境
は
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
不
▲

動
産
調
査
会
社
の
東
京
カ
ン
テ
イ

妻
に
よ
る
と
、
．
覇
ン
ル

〓
義
烈
照
蘭
収
i
．

入
蟄
訳
す
利
園
畑
は
†
広
島
市
で

い
封
謝
絶
覇
り
矧
矧
と
1
4

警
‥
蛸
撃
た
。
広

島
市
は
地
価
の
上
昇
で
、
全
国
の

嚢
市
で
も
特
に
低
い
。

広
島
市
内
の
あ
る
不
動
産
会
社

人
口
減
空
室
噂
の
恐
れ
も

師
に
ア
パ
ー
ト
讐
ん
だ
。

・
参
加
し
た
佐
伯
区
の
会
社
且
男

性
（
6
4
）
は
広
島
帯
内
で
ア
パ
ー
ト

1
棟
を
所
有
し
、
来
年
2
月
に
も
払

う
1
棟
を
新
築
す
る
予
定
だ
。
「
将

来
年
金
を
十
分
に
も
ら
え
る
か
分

か
ら
な
い
。
規
模
を
大
き
く
し
て

収
入
を
安
定
さ
せ
た
い
」
と
話
し

た。
広
島
大
家
塾
は
、
大
家
で
も
あ
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る
横
山
顕
吾
代
表
が
天
象
が
学

ペ
る
場
を
つ
く
り
た
い
」
と
0
9
年

に
始
め
た
。
今
は
有
料
で
月
1
回

の
ペ
ー
ス
で
開
き
、
参
加
者
が
常

に
3
0
人
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
だ
。

閲
か
ら
以
前
よ
り
優
り
や
す
く
な

っ
た
」
♪
象
眼
す
る
。

1
5
年
1
月
に
相
続
税
の
課
税
が

強
化
さ
れ
壷
－
も
大
き
い
。
一

部
で
税
率
が
上
が
っ
た
た
め
、
持

曇
旦
評
価
額
を
低
く
抑
え
ら

れ
る
虞
貸
住
宅
姦
し
、
節
税

料
考
え
る
人
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
む

た
め
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
も
受
注
獲

得
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
積
水
ハ

ウ
ス
芙
阪
市
）
の
声
量
執

行
役
員
中
国
四
国
肇
蔀
長
は

「
萎
梓
篭
の
建
設
は
大
き
な
柱
」

轟
る
。
〓
戸
建
て
の
常
葉
が
厳

の
担
当
者
は
「
県
内
の
ア
パ
ー
ト

は
供
給
過
剰
に
な
り
つ
つ
あ
る
」

と
み
る
。
1
3
年
の
総
務
省
の
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
で
、
広
島
県
内
の

葦
篭
の
空
室
は
1
0
万
5
1
0

0
戸
に
上
り
、
葺
住
宅
全
体
の

2
0
・
3
％
を
占
め
た
。
今
後
は
世
帯

数
が
減
っ
て
い
く
た
め
、
さ
ら
に

比
率
が
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

経
営
感
覚
が
必
要

国
王
交
通
省
は
、
空
き
家
対
策

と
し
て
中
古
住
宅
の
活
用
を
進
め

て
い
る
が
、
賃
貸
住
宅
の
建
設
は

民
間
投
資
の
た
め
規
制
し
な
い
方

針
と
い
う
。
ア
パ
ー
ト
は
新
築
に

、
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人
気
が
集
中
し
、
築
年
数
が
古
く
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7
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毒
ノ
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海
は
腸
輝
胆
－
噂
島
忠
が
下

が
り
や
す
く
な
る
。
怨
童
に
な
る

リ
ス
ク
も
高
ま
る
。

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
広
島

県
支
部
（
東
広
島
市
）
の
前
場
俊

撃
番
長
は
「
大
家
が
慧
覚

を
持
ち
、
顧
客
に
選
ば
れ
る
よ
う

に
義
す
る
こ
と
が
必
芦
と
指

摘
。
五
島
大
家
塾
．
の
故
山
代
表
も

「
昏
住
宅
は
空
室
が
増
え
て
逆
．
、

掛
に
な
る
か
む
し
れ
な
い
が
、
プ

ロ
の
薫
撃
署
は
少
な
い
。
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
び
プ
ロ
と
し
て
経
営

す
る
こ
と
が
大
野
急
啓
忌
。

材
射
引
融

中
長
期
問
で
の

リ
ス
ク
考
慮
を

ア
パ
ー
ト
の
大
家
と
、
管
理
を

委
託
し
て
い
る
不
動
産
会
社
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
で
相
次
や
。
入

居
者
の
獲
得
競
争
が
激
し
く
な

り
、
家
窯
収
入
が
計
画
通
り
得
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
一
因

だ
。
既
に
壷
で
は
貸
賃
住
宅

の
増
加
で
、
空
室
率
が
上
昇
傾
向

に
な
っ
た
。
窯
貸
住
宅
忽
藁
ほ

中
寿
な
リ
ス
ク
も
十
分
に
考

慮
し
て
判
断
す
る
必
賢
者
。

中

臣

日

程

漬
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